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⑥イジャ→⑤~ンカ→②「行かマイ(カ )J →①「行こマイ(カ )J →④ウの推移があったと推測した。
これらは、また微妙なニュアンスの違いをもって共存する形にもなっている。
なお、過去の方言文献との広域視野での考察は、次の章で行っている。






















分布は、西部に(1)ヤロー・ダローなど、中央に (2) ダラーズーダラ(ー)類、 (3) その周辺にハ
レーズ、東部にラ・ズラがある。(1) (2) の様に断定辞を内部にもつか、(1)対 (2) (3) の様にラー・
レーなど特有の形式をもつかが，この地域の史的推移に深く関連している。形式別では、ウとウズがあ
り、これらが推量として「行こゥ J I行かズ」など直接使用される場合と、「行くダロウ J I行くダラズ」
など断定辞を伴う今日的な形をとるかで、 4 種の形式がある。また、ラは「らむ」の末商、ズラの由来
はまだ定説がない。
国語史を参照すると、近畿中央から早く (3) が伝播し、 (2) がそれの方言的な変容を遂げたもの，
そして今日的な (1) への推移があったと考える.ズラは国語史のムズラムの末商ではないかと推測した。
近世後期の文献からは、尾張に (2) (3) 相当のウズ・ラに、新しい断定辞+ウがかぶさる。この位

















































































































第 3 章 諸方言史における一段活用類意志形の五段化
各地に一段活用のラ行五段化傾向(以下、五段化)が起きている。第 2 章はその九州での模様であっ


















































































































続いて、第 2 部は、第 l 部の方法論を日本全体に及ぼし、『方言文法全国地図』を主たる資料としな





に記述を行い、第 8 章 rr方言文法全国地図』の分布と文献国語史との相関」において全体の傾向をま
とめる。
方言の歴史を視野に入れることではじめて真の日本語史を描くことができるという本論文の主張は、
誰もが認めるところであるが、方法論的な困難さから、そうした方向での研究にはこれまで十分な展開
が見られなかった。本論文は、方言・文献両面にわたる豊富な資料の利用、とりわけ地方語文献を駆使
することでこの課題に取り組み、着実な成果を挙げることに成功している。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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